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論文内容の要旨
血築キニンは，血圧降下，平滑筋の収縮，毛細血管透過性の充進，白血球の凝集などの生理作
用をもっポリペプチドで，炎症反応時の“ Chemical media tor "と考えられている。 この血祭
キニンは，不活性な前駆体“キニノーゲン"として血張中に存在しており，血竣(または血清)
カリレインと呼ばれる一種のプロテアーゼの作用でキニンを遊離する。
血築キニンの生理，薬理および臨床の上での役割はまだ明らかになっていないが，医学的な
研究のほかに，蛋白質化学的にキニン遊離系を再構成しようという試みも進められている。
乙の論文では，主に，キニン遊離系の最終段階に関与しているキニノーゲンー!と血清カリク
レインとをウシ血援あるいは血清から精製し，個々の性質を明らかにしつつ，キニン遊離系の実
体を蛋白質化学的な面から追求しようと試みた。
乙の論文は 3 つの部分から成っている。
第 1 部では，ウシ血薬中には分子量が異なりかつ血清(または血疑)カリクレインに対する態
度の異なる 2 種類のキニノーゲンが存在することを報告する。
第 2 部では， 2 つのキニノーゲン，即ちキニノーゲン-1 と H のうち，キニノーゲン-1 につ
いて精製法および諸性質について述べる。
第 3 部では，キニノーゲン- 1 ~こ特異的に働く血清カリクレインをカゼイン共沈法によって活
性化し，精製し，その諸性質を検討する。
以上から，ウシ血築中のキニン遊離系について次の 5 点が明らかにされた。
(1) ウシ血築中には 2 種類のキニノーゲンが存在する。
(2) キニノーゲン-1 はキニノーゲン-]1と比べて分子量が数倍大きい。またキニノーゲンー
I は C末端位にキニン配列をもっており，ほぼ中央部にキニン配列をもっキニノーゲン-]1とは
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明らかに異なる。
(3) ウシ血清にはカゼイン共沈法によって容易に活性化されるカリクレインがある。
(4) この酵素は，キニノーゲン-1 に特異的に作用し，キニノーゲン-JI に対しては非常に弱
い反応性しか示さない。乙の点で，ガラス接触で活性化したウシ血援カリクレインと同じ性質で
ある。
(5) ウシ血築中では，キニノーゲンー I に対しては血築(または血清)カリクレインまたはプ
ラスミンが，キニノーゲン-JI に対してはプラスミンが作用すると考えられる。
論文の審査結果の要旨
矢野の論文は次の 3 つの部分からなる。
1) 血築カリクレインは，血援そのもの，またはプソイドグロプリン画分からはキニンを遊離
するが，さきに鈴木らが精製したキニノーゲンからはキニンを遊離しなかったので，プソイドグ
ロプリン画分には，血柴カリクレインの基質になるキニノーゲンが存在すると考えられたが，矢
野は血築カリクレインに対する態度のちがう 2 種のキニノーゲンの分離に成功した。それぞれキ
ニノーゲン- 1 ，キニノーゲン-JI と名付けたが，このうちキニノーゲン-JI は先に鈴木らが精
製したキニノーゲンと一致した。
2) キニノーゲン-1 はキニノーゲン-JI と諸性質が明らかに異なり，矢野はキニノーゲン­
I の分子中でのキニン部分の存在様式をしらべ，キニノーゲン-JI との相違点を明らかにした。
3) ウシの血中のカリクレインは従来ガラス粉を血援に加えて活性化したのち分離されていた
が，矢野はカゼインによる活性化を応用し，きわめて好収量でカリクレインを分離する方法を確
立した。 このカゼイン活性化法は Habermann によってブタ血清について行なわれていたもの
で，矢野はウシ血清からえたものとブタ血清からえた Habermann の結果を比較し，とくに前者
がウシキニノーゲン-JI からキニンを遊離しない点でプタの血疑カリクレインと異なることを明
らか l乙し 7こ。
以上の論文はキニン遊離系の解明に寄与すると乙ろが大きく，理学博士の論文として十分価値
あるものと認める。
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